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谷
口
さ
ん
は
、

大
正
五
年
五
月

二
十
四
日
、
三

田
市
生
ま
れ
。

終
戦
後
す
ぐ

の
二
十
年
十
月
、

神
戸
消
費
組
合
入
り
。
神
戸
外
国
人
墓
地
の
管

理
事
務
所
に
勤
務
し
始
め
る
の
は
二
十
六
年
十

一
月
か
ら
。
小
野
浜
、
春
日
野
墓
地
か
ら
再
度

山
修
法
ヶ
原
へ
の
改
埋
移
転
が
す
み
、
新
墓
地

が
開
設
し
た
の
と
ほ
ぼ
同
時
だ
。
当
時
の
職
名

に
し
た
が
え
ば
、
神
戸
市
衛
生
局
庶
務
課
員
。

の
ち
に
土
木
局
施
設
課
員
と
変
わ
る
が
、…

、

外
国
人
墓
地
の
管
理
人
と
し
て
園
内
の
維
持
管

理
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
外
国
か
ら
の
墓
参
者

や
埋
葬
者
の
家
族
、
友
人
の
案
内
、
世
話
を
三

十
年
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
た
。…

。

谷
口
さ
ん
が
再
度
山
上
の
管
理
事
務
所
に
住

み
込
ん
で
働
き
始
め
た
こ
ろ
は
、
電
気
、
ガ
ス
、

水
道
が
通
っ
て
い
な
か
っ
た
し
、
現
在
の
よ
う

に
バ
ス
も
な
か
っ
た
。
井
戸
で
水
を
汲
み
、
買

い
物
を
す
る
の
も
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
い
、
市
街

地
ま
で
歩
い
て
往
復
し
た
と
い
う
。

五
十
五
年
八
月
末
に
定
年
退
職
。
神
戸
電
鉄

鈴
蘭
台
駅
近
く
の
自
宅
で
、
在
職
中
か
ら
コ
ツ

コ
ツ
と
集
め
た
外
国
人
墓
地
に
関
す
る
資
料
の

整
理
や
原
稿
書
き
を
始
め
て
い
る
。…

。

■
谷
口
利
一
氏
は
、
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
、

『
使
徒
た
ち
よ…

』
出
版
前
に
急
性
肺
炎
で
亡

く
な
ら
れ
ま
し
た
。
享
年
六
十
八
歳
。

著
者
紹
介

『
使
徒
た
ち
よ
眠
れ
』

「
あ
と
が
き
に
代
え
て
」
よ
り
抜
粋
引
用

５月25日の午後、神戸市の主催する「神戸市立外国人墓地見学会」に参加した。見学会に参加し、神戸の

近代史は神戸外国人墓地を抜きにして語れないと強く感じました。陳舜臣作品の舞台にもなっておりますの

で、谷口利一著『使徒たちよ 眠れ 神戸外国人墓地物語』(1986 のじぎく文庫)を紹介いたします。

墓地入口近くにある説明板の記述です。

神戸の外国人墓地の歴
史は、兵庫開港に先立つ
慶応３年（1867年）５月
の欧米外交団と日本政府
との合意書調印に始まり
ます。その年のクリスマ
スに、フラワーロード
（旧生田川尻）の東側、
小野浜（中央区浜辺通り
付近）で最初の埋葬が行
われ小野浜墓地が誕生し
ました。

翌明治元年（1868年）元旦には兵庫の港が開かれ、
外国人居留地が設けられました。その後、明治31年
（1898年）に墓地の埋葬地に余地がなくなり、青谷
付近の春日野（篭池通４丁目・旧上春日野町）に新
たな外国人墓地が設けられました。
その後、神戸の発展に伴い、市街地にある墓地の

郊外移転が始まり、昭和５年（1930年）に小野浜、
春日野両墓地をここ修法ヶ原に移転する計画が出さ
れましたが、昭和13年（1938年）の阪神大水害や第
二次世界大戦などで完成が遅れ、昭和27年（1952年）
５月から８月にかけて、ようやく小野浜墓地（墓石

666基、歴史記念碑、樹木など）が移されました。
また、昭和35年（1960年）10月から翌年10月にかけ
て、春日野墓地（墓石1,406基）が移され現在に至っ
ています。なお、春日野墓地移転にあたっては、28
基の墓が横浜など神戸以外の土地に移されています。
現在、この墓地には、明治以来日本とかかわりを

もった外国人やその日本人妻など約2,900名が埋葬
されています。その中には、初代神戸港長のマーシャ
ルさん、造船など近代産業の発展に功績のあったハ
ンターさん、神戸の洋菓子・パンで有名なモロゾフ
さん、フロインドリーブさん、私学振興に尽くした
タルカットさん、ランバスさん、外国人スポーツク
ラブＫＲ＆ＡＣを創り近代スポーツの振興に尽くし
たシムさんなど、多くの著名人も異国での眠りにつ
いています。

「神戸市では、神戸の歴史とともに歩んできた外
国人墓地を、歴史的遺産として多くの人々に知って
いただくために、毎年4月から6月、9月から11月の

第4日曜日に無料で公開しています」ということで

す。（写真撮影できる墓地、慰霊碑はごく一部）

今年だと、4月27日、5月25日、6月22日、9月28日、

10月26日、11月23日ということになります。そして、

午前の部と午後の部がありますから、年間12回で、

募集人数は各回、30名です。

神戸市立外国人墓地 解説

神戸市立外国人墓地見学会は年６日、１２回



2025.7.1 陳舜臣さんを語る会通信 NO.141 ＜２＞

『孔雀の道』に描かれた外国人墓地

『
孔
雀
の
道
』
は
陳
舜
臣
さ
ん
の
初
め

て
の
新
聞
小
説
で
、
神
戸
新
聞
に
、
昭
和

43
年
5
月
12
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
連
載

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
一
人
の
若
い
混
血
の
女
性
が
、

母
親
の
人
生
遍
歴
の
あ
と
を
た
ど
る
物
語

り
で
す
。
彼
女
は
母
へ
の
共
鳴
と
反
発
を

織
り
ま
ぜ
て
ひ
た
す
ら
自
分
の
道
を
進
み

ま
す
。
過
去
と
現
在
の
間
に
は
む
な
し
い

空
白
で
は
な
く
、
密
度
の
濃
い
時
間
が
詰

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
母
孔
雀
の
通
っ
た
道

に
、
は
た
し
て
何
が
落
ち
て
い
た
か
？

●
ロ
ー
ズ
・
ギ
ル
モ
ア

主
人
公
、
27
歳
。

父
は
英
国
人
、
二
年
前
に
死
亡
。
母
は
日

本
人
、
終
戦
の
翌
年
、
ロ
ー
ズ
が
５
歳
の

と
き
焼
死
。
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
で
ア
ジ
ア

の
近
代
史
を
専
攻
し
た
学
者
。
少
女
時
代

ま
で
を
過
ご
し
た
日
本
に
、
女
子
大
の
英

語
教
師
と
し
て
13
年
ぶ
り
に
帰
国
。

●
中
垣
照
道

元
、
京
都
の
、
あ
る
仏
教

系
の
高
校
の
教
師
。
30
歳
。
実
家
は
信
州

の
田
舎
の
仏
寺
。
父
は
健
在
。
仏
教
研
究

の
た
め
、
一
年
あ
ま
り
イ
ン
ド
で
暮
ら
し

て
の
帰
路
。
船
上
で
、
ロ
ー
ズ
・
ギ
ル
モ

ア
と
知
り
合
う
。
「
ほ
ん
と
う
の
マ
マ
の

姿
を
知
り
た
い
」
と
い
う
彼
女
に
惹
か
れ

頼
ら
れ
行
動
を
と
も
に
す
る
。

●
ラ
ン
ポ
ー
ル
夫
人

中
垣
が
船
上
で
知

り
合
っ
た
も
う
一
人
の
女
性
。
五
十
を
す

ぎ
た
と
言
う
が
若
く
見
え
る
。
ア
メ
リ
カ

人
実
業
家
を
夫
に
持
つ
日
本
人
。

●
立
花
康
子

ロ
ー
ズ
・
ギ
ル
モ
ア
の
叔

母(

母
の
妹)

。

ロ
ー
ズ
・
ギ
ル
モ
ア
、
立
花
康
子
、
中

垣
照
道
の
三
人
が
、
外
国
人
墓
地
に
あ
る

ロ
ー
ズ
の
母
の
墓
に
参
る
場
面
を
抜
粋
・

引
用
し
ま
す
。

再
度
山
ド
ラ
イ
ブ
・
ウ
エ
イ
の
入
口
は
、

移
住
セ
ン
タ
ー
の
西
に
あ
る
。

移
住
セ
ン
タ
ー
を
右
に
見
て
し
ば
ら
く

行
く
と
、
急
カ
ー
ブ
が
あ
り
、
そ
の
さ
き

に
ト
ン
ネ
ル
が
あ
る
。

そ
の
短
い
ト
ン
ネ
ル
を
出
る
と
、
あ
っ

と
い
う
間
に
山
に
は
い
っ
て
し
ま
っ
た
か

ん
じ
が
す
る
。

ド
ラ
イ
ブ
・
ウ
エ
イ
の
入
口
か
ら
、
修

法
ヶ
原
ま
で
は
、
約
二
十
分
の
道
の
り
で

あ
る
。
左
手
に
大
竜
寺
の
朱
塗
り
の
山
門

が
み
え
る
と
、
ほ
ど
な
く
修
法
ヶ
原
に
達

す
る
。

赤
松
に
囲
ま
れ
て
、
水
の
澄
ん
だ
広
い

池
が
そ
こ
に
あ
る
。
そ
の
池
を
右
に
み
て
、

数
百
メ
ー
ト
ル
行
く
と
、
外
人
墓
地
の
入

口
の
鉄
柵
が
み
え
る
。

ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
墓
地
で
、
し
か
も
ロ
ー

ズ
は
母
の
墓
の
所
在
を
知
ら
な
い
。
管
理

人
に
案
内
し
て
も
ら
う
ほ
か
は
な
か
っ
た
。

チ
ャ
ペ
ル
の
前
に
、
翼
を
つ
け
た
天
使

が
、
木
の
枝
を
か
ざ
し
て
い
る
像
が
立
っ

て
い
た
。
こ
れ
は
第
一
次
大
戦
中
に
、
神

戸
か
ら
出
征
し
て
戦
没
し
た
十
九
名
の
外

人
を
記
念
す
る
た
め
に
立
て
ら
れ
た
碑
で

あ
る
。…

。

「
こ
こ
で
す
」

と
言
っ
て
、
管
理
人
が
立
ち
ど
ま
っ
た
。

上
部
が
弧
を
え
が
い
て
い
る
低
い
墓
石

が
あ
り
、
十
字
架
の
下
に
、

HISAKO
GILMORE

と
刻
ら
れ
て
あ
っ
た
。

そ
の
ま
え
に
花
束
が
置
か
れ
て
い
る
。

ロ
ー
ズ
は
抱
え
て
き
た
花
束
を
、
も
と

か
ら
置
い
て
あ
っ
た
花
束
の
横
に
な
ら
べ

た
。
二
つ
と
も
バ
ラ
だ
っ
た
。(

双
葉
文

庫
版p.376-380)

■
こ
の
あ
と
、
結
末
に
、
外
国
人
墓
地
の

場
面
が
も
う
一
度
出
て
き
ま
す
。
こ
こ
に

ラ
ン
ポ
ー
ル
夫
人
が
登
場
し
ま
す
。
推
理

小
説
で
す
の
で
、
こ
の
場
面
に
は
ふ
れ
ま

せ
ん
。
是
非
ご
一
読
を
。

■
右
の
写
真
を
撮
る
の
が
一
番
の
目
的

だ
っ
た
。
墓
地
内
、
撮
影
可
に
な
っ
た
箇

所
は
ご
く
一
部
だ
っ
た
の
で
心
配
し
て
い

た
が
、
こ
の
、
チ
ャ
ペ
ル
前
の
慰
霊
の
碑

は
、
厳
密
に
は
、
墓
地
入
口
の
、
門
の
鉄

柵
の
外
だ
っ
た
の
で
、
自
由
に
撮
影
で
き

た
。

『
孔
雀
の
道
』
に
描
か
れ
た

外
国
人
墓
地

連
載
予
告
に
載
っ
た
作
者
の
こ
と
ば

登
場
人
物

『
孔
雀
の
道
』
の
記
述
か
ら

外国人墓地風景

十
九
名
の
戦
没
者
慰
霊
の
碑
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『使徒たちよ 眠れ 神戸外国人墓地物語』に描かれた人びと

明
治
十
七
、
八
年
頃
、
外
国
人
居
留
地

十
八
番
館
の
カ
メ
ロ
ン
商
会
が
売
り
出

し
た
清
涼
飲
料
水
「
十
八
番
ラ
ム
ネ
」

が
爆
発
的
な
人
気
を
呼
ん
だ
。

ラ
ム
ネ
は
、
英
語
の
レ
モ
ネ
ー
ド
が

日
本
語
に
な
ま
っ
た
も
の
で
、
レ
モ
ン

の
エ
ー
ド
、
つ
ま
り
炭
酸
レ
モ
ン
水
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
の

清
涼
飲
料
水
に
目
を
つ
け
た
の
が
、
十

八
番
館
の
主
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
カ
メ

ロ
ン
・
シ
ム
。
彼
は
、
レ
ッ
テ
ル
に
菱

形
の
帆
前
船
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
な
ど
日

本
人
の
感
覚
に
合
わ
せ
た
工
夫
を
こ
ら

し
、
京
阪
神
市
場
で
大
当
た
り
さ
せ
る
。

■
コ
レ
ラ
は
、
明
治
10
年
（1

8
7
7

）
に

西
南
戦
争
か
ら
兵
庫
港
に
帰
還
し
た
兵

士
の
感
染
を
き
っ
か
け
に
神
戸
市
内
で

も
発
生
が
確
認
さ
れ
、
以
来
数
年
、
毎

年
の
よ
う
に
神
戸
の
ま
ち
を
襲
っ
た
。

こ
の
コ
レ
ラ
の
流
行
と
「
十
八
番
ラ

ム
ネ
」
の
売
れ
行
き
が
大
い
に
関
係
し

た
。
詳
し
く
は
是
非
、
ご
一
読
を
。

■
ま
た
、
宝
塚
で
炭
酸
鉱
泉
を
発
見
し

た
Ｊ
・
Ｃ
・
ク
リ
フ
ォ
ー
ド･

ウ
イ
ル
キ

ン
ソ
ン
も
外
国
人
墓
地
に
眠
っ
て
い
ま

す
。六

甲
全
山
に
つ
つ
じ
の
花
が
咲
き
乱
れ

る
五
月
半
ば
。
そ
の
花
の
列
を
縫
っ
て
、

毎
年
、
女
子
学
生
の
一
団
が
貸
し
切
り

バ
ス
で
再
度
山
修
法
ヶ
原
の
外
国
人
墓

地
さ
し
て
登
っ
て
く
る
。

正
門
か
ら
約
二
百
メ
ー
ト
ル
。
十
一

区
六
番
一
号
の
墓
籍
番
号
が
ふ
ら
れ
た

区
画
に
集
合
す
る
と
、
彼
女
た
ち
は
敬

虔
な
祈
り
を
捧
げ
る
。

墓
碑
に
刻
ま
れ
た
名
は
、
イ
ラ
イ
ザ
・

タ
ル
カ
ッ
ト
。
日
本
に
来
た
最
初
の
婦

人
宣
教
師
で
、
神
戸
女
学
院
生
み
の
親

で
も
あ
る
。

こ
の
日
は
女
学
院
創
立
記
念
日
で
、

墓
地
礼
拝
は
新
入
生
に
よ
る
伝
統
行
事

だ
が
、
式
後
も
学
生
の
多
く
は
、
し
ば

ら
く
墓
前
を
離
れ
な
い
。
花
を
供
え
、

瞑
目
す
る
者
も
あ
る
。

そ
の
〝
聖
女
〟
タ
ル
カ
ッ
ト
が
、
豊

か
な
亜
麻
色
の
髪
を
潮
風
に
な
び
か
せ

て
ジ
ュ
リ
ア･

ダ
ッ
ド
レ
ー
と
共
に
神
戸

上
陸
第
一
歩
を
記
し
た
の
は
、
明
治
六

年
（
一
八
七
三
年
）
三
月
三
十
一
日
だ
っ

た
。二

人
を
日
本
に
送
り
込
ん
だ
の
は
、

ア
メ
リ
カ
ン･

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ボ
ー
ド
と

い
う
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
キ
リ
ス
ト

教
団
体
で
あ
る
。…

。

タ
ル
カ
ッ
ト
女
史
の
墓
碑
（
同
著
よ
り
）

一
粒
の
麦
と
は
、
明
治
十
九
年
（
一
八

八
六
年
）
、
南
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
ア

メ
リ
カ
人
宣
教
師
ジ
ェ
ー
ム
ズ･

ウ
ィ
リ

ア
ム･

ラ
ン
バ
ス
と
長
男
の
ウ
ォ
ル
タ
ー

･

ラ
ッ
セ
ル･
ラ
ン
バ
ス
父
子
が
、
「
読

書
館
」
と
し
て
自
宅
を
開
放
し
て
始
め

た
教
育
伝
道
を
指
し
ま
す
。

（
父
子
の
自
宅
と
は
）
現
在
の
大
丸
神

戸
店
東
側
の
筋
、
三
宮
神
社
を
南
へ
下

り
、
海
に
向
か
っ
て
左
手
の
二
軒
目
。

旧
神
戸
外
国
人
居
留
地
四
十
七
番
館
。

良
家
の
お
嬢
さ
ん
と
お
ぼ
し
き
女
性

が
、
人
目
を
忍
ぶ
よ
う
に
う
つ
む
き
か

げ
ん
に
玄
関
を
く
ぐ
っ
て
い
く
。
前
垂

れ
を
手
に
巻
き
取
り
つ
つ
、
丈
の
短
い

着
物
姿
で
駆
け
込
ん
で
来
る
の
は
、
ど

う
や
ら
米
屋
の
で
っ
ち
ど
ん
ら
し
い
。

学
生
、
書
生
も
混
じ
っ
て
い
る
。
集
ま
っ

て
く
る
階
層
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
手
に

は
決
ま
っ
て
分
厚
い
聖
書
と
ナ
シ
ョ
ナ

ル
リ
ー
ダ
ー
を
携
え
て
い
た
。

読
書
館
は
の
ち
に
パ
ル
モ
ア
学
院
と

し
て
発
展
し
、
さ
ら
に
は
関
西
学
院
の

創
立
な
ど
、
父
子
は
大
き
な
足
跡
を
残

し
て
い
く
。

■
ま
た
、
現
在

の
栄
光
教
会(

下

山
手
通
四
丁
目

兵
庫
県
庁
前)

の
基
礎
を
つ
く
っ

た
の
も
ジ
ェ
ー

ム
ズ･

ウ
ィ
リ
ア

ム･

ラ
ン
バ
ス
で

す
。

栄
光
教
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り→

「
ラ
ム
ネ
誕
生
」
p.
61
～
74

「十八番ラムネ」のレッテル

東遊園地に残るシムの碑 この章、２枚の
画像は ウエブサイト seitar0.exblog.jp
掲載のものを使わせていただきました

「
慰
め
の
婦
人
」
p.
103
～
116

「
一
粒
の
麦
」
p.
117
～
130
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第
一
次
世
界
大
戦
を
引
き
起
こ
し
た
の

は
、
実
は
た
っ
た
一
発
の
銃
弾
で
あ
る
。

発
端
と
な
っ
た
場
所
は
、
バ
ル
カ
ン
半
島

の
セ
ル
ビ
ア
。
こ
の
旧
王
国
の
首
都
サ
ラ

エ
ボ
の
一
青
年
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア･

ハ

ン
ガ
リ
ー
皇
太
子
夫
妻
に
向
け
て
引
き
金

を
ひ
き
、
暗
殺
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

阪
神
間
在
住
の
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス

人
な
ど
の
表
情
は
固
か
っ
た
。
母
国
が
連

合
国
軍
に
加
わ
っ
た
た
め
に
、
極
東
日
本

に
い
た
青
年
た
ち
に
も
次
々
と
召
集
令
状

が
届
い
て
い
た
か
ら
だ
。

日
本
か
ら
出
征
し
た
外
国
人
青
年
の
数

は
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
ら
し
い
記
録
は
見

当
た
ら
ず
、
彼
ら
が
参
加
し
た
戦
線
も
不

明
だ
。
た
だ
一
つ
だ
け
は
っ
き
り
し
て
い

る
こ
と
は
、
阪
神
間
か
ら
連
合
国
軍
兵
士

と
し
て
出
征
し
た
十
九
人
の
青
年
が
戦
死

し
て
い
る
事
実
で
あ
る
。

再
度
山
修
法
ヶ
原
の
外
国
人
墓
地
正
門

を
入
っ
て
す
ぐ
左
手
。
小
高
い
丘
の
上
に

そ
び
え
る
モ
ナ
リ
ザ
の
像
が
、
還
っ
て
来

な
か
っ
た
十
九
人
の
慰
霊
塔
で
あ
る
。
御

影
石
の
台
座
に
刻
ま
れ
た
十
九
人
の
名
前

は
、
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
す
っ
か
り
読
み

に
く
く
な
っ
て
い
る
。

上
か
ら
十
番
目
に
ケ
ネ
ス
・
ジ
ョ
イ
ス
・

ネ
ル
ソ
ン
・
ハ
ン
セ
ル
の
名
が
刻
ん
で
あ

る
。
神
戸
に
数
多
く
の
洋
風
建
築
を
残
し

た
、
あ
の
イ
ギ
リ
ス
人
建
築
家
ハ
ン
セ
ル

の
一
人
息
子
で
あ
る
。

こ
の
章
で
は
エ
ド
ワ
ー
ド
・
チ
ャ
ー
ル

ス
・
キ
ル
ビ
ー
と
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ハ
ズ
レ
ッ

ト
・
ハ
ン
タ
ー
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
後
者
に
つ
い
て
の
み
ふ
れ
ま
す
。

ハ
ン
タ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
実
業
家
で

範
多
財
閥
・
大
阪
鐵
工
所
（
日
立
造
船

〈
現
：
カ
ナ
デ
ビ
ア
〉
の
前
身
）
の
創
業

者
で
、
造
船
業
を
中
心
に
産
業
育
成
を
通

じ
て
日
本
の
近
代
化
に
尽
力
し
た
人
物
と

し
て
著
名
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
居
宅
、

北
野
町
に
あ
っ
た

ハ
ン
タ
ー
邸
は
現

在
、
「
旧
ハ
ン
タ
ー

住
宅
」
と
し
て
王

子
公
園
に
移
り
、

国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
下
の
画
像
。

wi
ki
pe

d
ia

よ
り→

ふ
れ
た
か
っ
た
が
、
紙
幅
の
都
合
で
割

愛
し
た
人
物
を
略
述
し
ま
す
。

●
塩
屋
の
〝
異
人
館
山
〟
と
呼
ば
れ

た
ジ
ェ
ー
ム
ス
山
の
開
発
者
と
し
て

知
ら
れ
る
イ
ギ
リ
ス
人
貿
易
商
、
ア
ー

ネ
ス
ト
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム

ス
。

●
モ
ロ
ゾ
フ
製
菓
の
初
代
社
長
、
Ｆ
・

Ｄ
・
モ
ロ
ゾ
フ
。

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
ド
ラ
マ
「
風
見
鶏
」

の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ

ロ
イ
ン
ド
リ
ー
ブ
。

『使徒たちよ 眠れ 神戸外国人墓地物語』に描かれた人びと（続）

「
一
発
の
銃
弾
」
p.
169
～
181

「
造
船
パ
イ
オ
ニ
ア
」
p.
143
～
155

そ
の
他
の
人
び
と

田井玲子著『外国人居留地と神戸』より転載

■
前
ペ
ー
ジ
に
、
十
八
番
館
、
四
十
七

番
館
な
ど
、
居
留
地
の
地
番
に
つ
い
て

の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で

言
及
し
た
ハ
ン
タ
ー
も
、
二
十
九
番
館

で
「
ハ
ン
タ
ー
商
会
」
を
興
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
場
所
に
つ
い
て
、
左
の
地
図

で
確
認
し
て
下
さ
い
。
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司馬遼太郎『街道をゆく㉑ 神戸・横浜散歩芸備の道』「神戸散歩 西洋佳人の墓」

ど
の
都
市
に
も
、
原
形
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。

神
戸
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
う
こ
と
を
知
り
た

く
て
、
外
国
人
墓
地
に
行
っ
て
み
た
。

神
戸
の
場
合
、
外
国
人
墓
地
は
市
立
で
あ
る
。
管
理

も
維
持
も
市
が
主
体
で
、
こ
の
点
、
ま
こ
と
に
明
晰
と

い
っ
て
い
い
。

墓
地
が
観
光
資
源
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

神
戸
の
場
合
、
市
が
い
っ
さ
い
を
管
理
し
て
い
る
た
め

に
、
許
可
な
く
柵
内
に
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ

る
。こ

の
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
市
役
所
に
文
書
を
出
し
て

お
い
た
。
目
的
は
、
墓
参
と
い
う
こ
と
に
し
た
。
た
れ

の
墓
に
詣
る
か
と
い
う
点
で
は
、
躊
躇
な
く
、
ミ
セ
ス
・

グ
リ
ー
ン
と
い
う
こ
と
に
し
た
。
メ
ア
リ
ー
・
エ
リ
ザ

ベ
ス
・
グ
リ
ー
ン
。
明
治
初
年
の
神
戸
居
留
地
で
、
豊

満
な
容
姿
で
知
ら
れ
た
英
国
婦
人
で
あ
る
。

ミ
セ
ス
・
グ
リ
ー
ン
の
経
歴
は
、
た
し
か
明
治
初
年
、

長
崎
の
英
国
領
事
館
の
領
事
館
警
察
の
幹
部
を
夫
と
し

て
、
日
本
に
き
た
。
や
が
て
夫
が
死
に
、
神
戸
に
や
っ

て
く
る
。

ま
だ
ホ
テ
ル
ら
し
い
も
の
が
な
か
っ
た
神
戸
の
居
留

地
で
、
外
国
人
専
用
の
兵
庫
ホ
テ
ル
と
い
う
も
の
を
建

て
、
経
営
し
て
い
た
。
オ
リ
エ
ン
タ
ル･

ホ
テ
ル
と
ほ
ぼ

同
時
期
で
は
な
か
っ
た
か
。

場
所
は
、
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
の
そ
ば
で
あ
る
。

私
ど
も
は
、
外
国
人
墓
地
の
あ
る
再
度
山
（
標
高
・

ふ
た
た
び
さ
ん

四
六
八
メ
ー
ト
ル
）
に
む
か
っ
た
。

神
戸
の
外
国
人
墓
地
は
、
元
来
は
こ
こ
に
な
か
っ
た
。

居
留
地
が
ひ
ら
か
れ
て
早
々
、
居
留
地
と
県
と
の
協

約
で
、
墓
地
が
つ
く
ら
れ
た
。
最
初
は
、
小
野
浜
で
あ
っ

た
。
つ
い
で
春
日
野
に
も
設
け
ら
れ
た
。

墓
地
の
地
面
は
、
治
外
法
権
に
よ
り
、
居
留
地
が
日

本
国
か
ら
永
代
借
地
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
た
が
、
当
の
治
外
法
権
は
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）

年
に
撤
廃
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
神
戸
お
よ
び
各
地

の
居
留
地
は
廃
止
さ
れ
た
。
同
時
に
、
外
国
人
墓
地
は

神
戸
市
が
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

神
戸
を
訪
ね
る
た
れ
も
が
驚
く
こ
と
だ
が
、
市
街
地

を
北
に
離
れ
れ
ば
す
ぐ
山
で
あ
る
。
国
鉄
元
町
駅
か
ら

北
へ
一
キ
ロ
ゆ
く
と
市
街
は
尽
き
、
道
は
山
中
に
入
っ

て
し
ま
う
。

登
る
ほ
ど
に
碇
山
が
あ
り
、
次
い
で
市
章
山
が
あ
り
、

い
か
り
や
ま

ほ
ど
な
く
再
度
山
に
な
っ
て
し
ま
う
。

小
さ
な
池
が
あ
っ
て
、
修
法
ヶ
原
池
と
い
う
。
そ
の

ま
わ
り
は
修
法
ヶ
原
と
よ
ば
れ
る
が
、
ふ
つ
う
再
度
山

公
園
で
通
っ
て
い
て
、
同
名
の

バ
ス
停
も
あ
る
。
沿
道
こ
と
ご

と
く
樹
林
で
あ
る
。
そ
の
バ
ス

停
か
ら
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

奥
へ
入
る
と
、
も
う
一
つ
バ
ス

停
が
あ
る
。
外
国
人
墓
地
で
あ

る
。
こ
の
墓
地
が
終
点
で
は
な

く
、
こ
の
奥
に
市
立
森
林
公
園

が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
奥
に
は

筑
紫
が
丘
と
か
若
葉
台
と
か
い
っ

た
新
興
造
成
地
ふ
う
の
名
称
の

つ
い
た
大
き
な
住
宅
地
が
あ
る

か
ら
、
外
国
人
墓
地
は
山
中
な

が
ら
、
地
図
で
見
る
か
ぎ
り
、

他
と
の
関
係
位
置
は
さ
び
し
い

と
こ
ろ
で
は
な
い
。

墓
地
の
道
は
、
自
動
車
道
路
か
ら
枝
道
に
な
っ
て
入
っ

て
い
て
、
沿
道
の
樹
林
は
真
夏
で
も
涼
し
い
に
ち
が
い

な
い
。
や
が
て
、
ゆ
き
ど
ま
り
は
黒
い
鉄
柵
に
な
っ
て

い
る
。

柵
の
な
か
は
、
赤
松
や
黒
松
が
芝
生
や
道
を
飾
っ
て

い
て
、
じ
つ
に
美
し
い
。
門
柱
に
、KOBE

FOREIGN
CEMETERY

と
い
う
標
札
が
は
め
こ
ま
れ
て
い
て
、
他

に
注
意
書
を
か
い
た
掲
示
板
も
出
て
い
る
。
要
す
る
に
、

余
人
入
る
べ
か
ら
ず
、
と
い
う
文
章
で
あ
る
。

私
ど
も
は
、
幸
い
、
書
類
を
市
役
所
に
出
し
て
許
可

を
得
て
い
た
お
か
げ
で
、
柵
内
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
。

園
内
の
大
道
路
が
ゆ
る
や
か
に
ま
が
る
あ
た
り
に
、

役
所
に
し
て
は
し
ゃ
れ
た
事
務
所
が
あ
り
、
作
業
服
を

着
た
壮
齢
の
ひ
と
が
路
上
に
出
て
き
た
。
頂
戴
し
た
名

刺
に
は
、
神
戸
市
土
木
局
公
園
緑
地
部
施
設
課
森
林
保

護
係
・
松
下
政
盛
と
あ
る
。

「
ご
案
内
し
ま
し
ょ
う
」

と
、
歩
き
出
さ
れ
た
。

「
西
洋
佳
人
の
墓
」
（
『
週
刊
朝
日
』82

.1
1
.1
2

）

司
馬
遼
太
郎
、神
戸
外
国
人
墓
地
の
ミ
セ
ス
・

グ
リ
ー
ン
の
墓
に
詣
で
る
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墓
地
は
巨
大
な
公
園
と
い
っ
て
よ
く
、
樹
木
も
芝
生

も
み
ご
と
に
手
入
れ
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
こ
に

常
駐
し
て
管
理
の
責
任
を
も
つ
市
の
職
員
は
松
下
さ
ん

ひ
と
り
し
か
い
な
い
。
事
務
所
に
は
公
園
協
会
か
ら
派

遣
さ
れ
た
娘
さ
ん
が
三
人
働
い
て
い
る
。
が
、
日
々
巡

回
し
て
「
緑
地
施
設
」
的
に
こ
の
墓
地
の
現
状
を
維
持

し
て
い
る
の
は
、
松
下
さ
ん
だ
け
で
あ
る
。

私
は
墓
に
関
心
は
な
い
が
、
ご
く
平
た
く
考
え
て
、

死
者
の
事
歴
を
語
る
ひ
と
が
そ
こ
に
い
る
場
合
、
墓
石

は
死
者
の
人
生
の
凝
縮
さ
れ
た
も
の
と
言
え
な
く
は
な

い
。
も
し
そ
う
言
え
る
と
す
れ
ば
、
墓
を
文
学
と
し
て

感
ず
る
場
合
も
あ
り
う
る
か
と
思
え
る
。

す
く
な
く
と
も
、
松
下
さ
ん
の
場
合
は
、
そ
う
で
あ

る
。
こ
の
ひ
と
は
、
こ
の
丘
陵
と
谷
と
尾
根
平
に
眠
る

ひ
と
び
と
の
す
べ
て
の
人
生
に
通
じ
て
い
る
か
の
よ
う

で
あ
り
、
た
だ
の
公
務
員
で
は
な
か
っ
た
。
他
の
職
場

か
ら
こ
の
職
場
に
ま
わ
っ
て
き
て
ま
だ
二
年
で
あ
る
と

い
う
。
前
任
者
も
管
理
と
死
者
た
ち
に
つ
い
て
の
知
識

は
大
変
な
も
の
だ
っ
た
ら
し
い
が
、
松
下
さ
ん
の
場
合
、

着
任
し
て
わ
ず
か
な
歳
月
で
あ
る
こ
と
を
思
う
と
、
や

は
り
神
戸
市
役
所
の
風
と
考
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。

ふ
う

墓
域
の
区
別
は
、
小
野
浜
や
春
日
野
時
代
は
国
別
だ
っ

た
が
、
こ
の
再
度
山
の
外
国
人
墓
地
で
は
、
国
別
を
外

し
、
宗
教
別
に
な
っ
て
い
る
。
い
ま
世
界
の
多
く
の
部

分
が
流
動
的
で
、
国
家
・
民
族
で
割
り
き
れ
な
い
場
合

が
あ
る
。
宗
教
で
割
る
ほ
う
が
穏
当
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ぜ
ん
ぶ
で
何
人
で
す
か
、
と
き
く
と
、

「
五
十
六
カ
国
、
二
千
五
百
五
体
で
す
。
き
ょ
う
、
一

体
入
れ
ま
し
た
の
で
」

全
域
は
、
四
万
二
千
坪
で
あ
る
。
道
路
の
左
の
高
い

斜
面
が
す
べ
て
芝
生
で
、
こ
こ
の
百
五
十
九
基
だ
け
は

墓
石
が
画
一
的
に
教
会
の
聖
書
置
き
の
卓
子
型
に
な
っ

て
い
る
。
身
寄
り
の
な
い
人
々
の
墓
だ
と
い
う
。

赤
松
の
喬
い
木
々
の
上
か
ら
、
蝉
し
ぐ
れ
が
降
り
つ

た
か

づ
け
て
い
る
。

歩
い
て
い
て
、
足
が
疲
れ
る
ほ
ど
に
ひ
ろ
い
。

「
最
初
の
ひ
と
は
、
ど
う
い
う
ひ
と
で
す
か
」

「
一
八
六
八
年
の
兵
庫
開
港
の
祝
賀
の
た
め
に
や
っ
て

き
た
ア
メ
リ
カ
の
船
の
船
員
さ
ん
で
し
た
」

と
松
下
さ
ん
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
墓
域
の
谷
を
指
さ

し
た
。

松
下
さ
ん
は
尾
根
道
か
ら
谷
間
の
墓
碑
の
一
つ
を
指

さ
し
て
、

「
あ
の
方
は
、
日
本
で
最
初
に
蒸
気
機
関
車
を
運
転
さ

れ
た
Ｊ
・
ホ
ー
ル
さ
ん
で
す
」

と
い
わ
れ
た
り
、
自
然
石
に
刻
ま
れ
た
碑
文
の
前
で

は
、

「
こ
の
方
は
、
居
留
地
時
代
、
消
防
隊
長
を
つ
と
め
ら

れ
た
Ａ
・
Ｃ
・
シ
ム
さ
ん
で
す
」

と
言
い
、
あ
と
で
気
付
い
た
よ
う
に
、
「
ラ
ム
ネ
の

発
明
者
で
す
」
と
つ
け
く
わ
え
た
。

そ
の
あ
と
、
墓
域
を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
碑
の
前

に
立
っ
た
。
関
西
学
院
の
創
始
者
の
墓
、
日
本
で
最
初

に
靴
を
つ
く
っ
た
人
の
墓
、
米
国
の
初
代
長
崎
領
事
だ
っ

た
人
の
墓
、
日
本
の
洋
菓
子
の
基
礎
を
築
い
た
モ
ロ
ゾ

フ
さ
ん
や
フ
ロ
イ
ン
ド
リ
ー
ブ
さ
ん
の
墓
、
明
治
元
年

の
い
わ
ゆ
る
堺
事
件
で
死
ん
だ
フ
ラ
ン
ス
水
平
十
一
人

の
墓
。
い
ま
で
も
フ
ラ
ン
ス
軍
艦
が
神
戸
に
入
港
す
る

と
か
な
ら
ず
こ
の
墓
に
詣
で
る
と
い
う
。

途
中
、
松
の
根
方
で
休
憩
し
、
や
が
て
ミ
セ
ス
・
グ

リ
ー
ン
の
墓
に
詣
っ
て
花
を
そ
え
た
と
き
に
は
、
足
の

甲
が
痛
く
な
っ
て
い
た
。

墓
碑
銘
を
見
て
、
ミ
セ
ス
・
グ
リ
ー
ン
が
四
十
三
歳

で
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
一
般
論
と
し
て
は
老

い
の
長
い
こ
と
を
こ
と
ほ
が
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
し
か

し
容
色
の
衰
え
き
ら
ぬ
こ
ろ
に
世
を
去
っ
た
美
人
に
つ

い
て
は
、
墓
は
ど
こ
か
つ
や
や
か
で
あ
る
こ
と
を
感
じ

た
。

司馬遼太郎『街道をゆく㉑ 』「神戸散歩 西洋佳人の墓」 （続）

傍線の箇所に説明のある墓石群 wikipediaより

西
洋
佳
人
の
墓
（
続
）

（
傍
線
は
加
筆
）


